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表
題
に
掲
げ
た

「前
漢
末
に
お
け
る
三
公
制
」
と
は
、
繧
和
元

(前
八
)
年
の
改
革
を
経
て
、
元
壽
二

(前

一
)
年

に

「大
司
馬

・
大
司

徒

・
大
司
空
」
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

こ
の
三
公
制
形
成

の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
尚
書
制
度

の
充
実
と
御
史

大
夫

の
職
掌
の
変
化
に
伴
う
官
制
改
革
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

。
し
か
し
、
こ
の
三
公
制
形
成
が
な
さ
れ
た
時
期
は
、

王
莽

が
権
力
を
伸
張
し
つ
つ
あ

っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
は
こ
う
し
た
官
制
改
革
と
い
う
観
点
の
み
で
は
な
く
、
王
莽

に
よ
る

禅
譲
革
命
の
実
現
を
も
見
据
え
た
三
公
制
形
成
の
歴
史
的
意
義

の
追
究
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ

の
際
、
筆
者
の
念
頭
に
は
、
な
ぜ
前
漢
末

の
三
公
制
は
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た

の
か
と
い
う
素
朴
な

疑
問
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
前
漢
代
の
宰
相
制
は
、
丞
相

・
御
史
大
夫

・
大
司
馬
将
軍

(太
尉
)
と
い
う
体
制
か
ら
、
緩
和
元

(前
八
)

年
の
丞
相

・
大
司
空

・
大
司
馬

へ
の
改
革
を
経
て
、
ひ
と
た
び
旧
に
復
さ
れ
る
も
元
壽
二
年
の
三
公
制
改
革
に
お
い
て
は
じ
め
て
大
司
馬

・

大
司
徒

・
大
司
空
の
三
官
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
確
定
さ
れ
、
始
建
國
元

(後
九
)
年

の
王
莽
即
真
以
後
に
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る

。

そ
の
際
、
三
公
制
が
官
制
の
頂
点
に
位
置
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
な
ぜ
三
公
が
大
司
馬
ら
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
看
過
し
得
な
い
問
題
を
は
ら
む
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
前
漢
末
に
行
わ
れ
た
三
公
制
改
革
が
、

王
莽

に
よ
る
禅
譲
革
命
実
現
に
も
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
の
で
あ

る
。

一
方
、
前
漢
末
に
三
公
と
さ
れ
た
大
司
馬
な
ど
の
呼
称
は
、
周
代
の
制
度
に
そ
の
淵
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
漢
書
』
巻

一
九
上

百
官
公
卿
表
に
は
周
代

の
三
公
と
し
て
太
師

・
太
傅

・
太
保
と
司
馬

・
司
徒

・
司
空
か
ら
な
る
と
す
る
二
様

の
記
載

前

漢

末

に

お

け

る

三

公

制

の

形

成

に

つ

い

て吉

野

賢

一

問

題

の

所

在



本

節

で
は

、

ま

ず

三

公

制

を

構

成

す

る
大

司

馬

・
大

司

徒

・
大

司

空

と
舜

の
制

度

と

の
関

係

に

つ

い
て

明

ら

か

に
す

る
。

従

来

の
見
解

に

よ

れ

ば

、

司

馬

・
司
徒

・
司

空

の
名

称

は
今

文
学

派

の
テ

キ

ス
ト

中

に

現

れ

る

周

代

の
制

度

に
基

づ

く

も

の
と

さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

こ

の
二

官

は

周

の
制

度

よ

り

も

先

に

舜

の
制

と

し

て

現

れ

て

い
る

。

そ
れ

故

に

、

筆

者

は
、

前

漢

末

の
三

公

制

は

舜

の
制

を

意

識

し

て
採

用

さ

れ

た

の

で
は

な

い

か
と

考

え

る

の
で

あ

る

.、

『
漢

書

』

巻

↓
九

上

百
官

公

卿
表

に

は

、

尭

・
舜

の
時

代

の
制

度

を

述

べ

て

、

書

載

唐

虞

之

際

、
命

義

和

四

子

順

天

文

、
授

民
時

、
沓

四

岳

、

以

塁
賢

材

、
揚

側

随

。

十
有

二

牧

、
柔

遠

能

遽

。

萬

作

司

空

、
平

水

土
。

棄

作

后

穰

、

播

百
穀

。

高

作

司

徒

、

敷

五
教

。

各

縣

作

士

、

正

五

刑
。

垂

作

共

工
、

利

器

用
。

益

作

朕

虞

、

育

草

木

鳥

獣
。

伯
夷

作

秩

宗

、

典

三
禮

。

憂

典

樂

、

和

神

人

。

龍

作

納

言
、

出

入
帝

命

。

と

あ

る
。

こ

の
記

述

は

、

『
尚

書

』

虞

書

に

基

づ

い

て
な

さ

れ

た

も

の
で

あ

る

が

、

こ

こ

に

前

漢

末

の
大

司

徒

・
大

司

空

に
類

似

し

た

司

徒

・
司

空

の
名

称

が

見

出

せ

る

こ
と

に
注

目

し
た

い

の

で

あ

る
。

し

か

し
、

そ

の
よ

う

に
考

え

る

と
、

前
漢

末

に
お

い

て

三

公

の

一
翼

を

占

め

る
大

司

馬

が

舜

の
制

と

さ

れ

る
も

の

の
中

に

存

在

し

て

い
な

い

こ
と

は

見
過

ご

す

こ
と

の

で
き

な

い
問

題

で

あ

る
。

次

に

、

こ

の
問

題

に

つ

い
て
考

え

て

み

る
。

一

大

司

馬

・

大

司

徒

・
大

司

空

の

名

称

の

起

源

に

つ

い

て

が
な
さ
れ
て
お
り

.,

.、
こ
の
こ
と
は

『
漢
書
』
が
作
成
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
さ
え
、
周
代
、
三
公
が
い
か
な
る
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
認
識
が
未
だ
確
定
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
.、
そ
れ
故
に
、
筆
者
は
前
漢
末
の
三
公
制
に

は
周
代

の
制
度
の
影
響
は
小
さ
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
、
前
漢
の
三
公
の
名
称
は
ど
こ
に
淵
源
を
持

つ
と
認
識
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
上
述
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
ま
ず
前
漢
末
に
現
れ
る
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
が
舜
の
制
に
相
似
し
て
い
る
こ
と

を
考
察
し
、
次
い
で
古

の
聖
代
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
帝
尭
か
ら
帝
舜

へ
の
禅
譲
と
同
様
の
改
革
を
求
め
よ
う
と
す
る
当
該
時
期
の
状
況
の

中
か
ら
三
公
制
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



始
建
國
元

(後
九
)
年
、
王
莽

は
前
漢
を
滅
ぼ
し
て
新
朝
を
樹
立
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
王
芥
は
舜

の
後
喬

で
あ
る
こ
と
を
自
認

す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
樹
立
し
た
王
朝
で
も
、
舜
の
制
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
『漢
書
』
巻
九
九
中
王
莽

傳
に
、

置
大
司
馬
司
允

・
大
司
徒
司
直

・
大
司
空
司
若
、
位
皆
孤
卿
。
更
名
大
司
農
日
義
和
、
後
更
為
納
言
。
大
理
日
作

士
.、
太
常

日
秩
宗
。

大
鴻
臆
日
典
樂
。
少
府
日
共
工
。
水
衡
都
尉
日
予
虞
。
與
三
公
司
卿
凡
九
卿
、
分
屡
三
公
。
毎

一
卿
置
大
夫
三
人
、

一
大
夫
置
元
士
三

人
、
凡
二
十
七
大
夫
八
十

=
兀
士
。

と
あ

る
よ
う
な
、
三
公
の
次
官
た
る
三
公
司
卿
す
な
わ
ち
大
司
馬
司
允

・
大
司
徒
司
直

・
大
司
空
司
若
と
義
和

(納
言
)
・
作
士

・
秩
宗

・

典
樂

・
共
工

・
予
虞
と
い
う
よ
う
な
舜
の
制
を
模
倣
し
た
九
卿
制
で
あ
る
。

こ
れ
を
先
に
示
し
た
舜
の
制
と
比
較
す
る
と
次
表

の
よ
う
に
な

る
.)
表

1

)

舜

九

官

と

新

九

卿

と

の

比

較

表

舜

司

空

后

穫

司

徒

作

士

土
ハ
工

朕

虞

秩

宗

典

樂

納

言

新

大

司

空

司

若

大

司

馬

司

允

大

司

徒

司

直

作

士

共

工

予

虞

秩

宗

典

樂

納

言

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、
お
お
か
た
新

の
九
卿
が
舜
の
制
度
に
倣

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
舜
の

「后
穫
」

に
相
当
す
る
官
が
新

の
九
卿

の
中
に
存
在
せ
ず
、
「大
司
馬
司
允

(す
な
わ
ち
そ
の
上
官
た
る
大
司
馬
ご

が
代
わ
り
に
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

王
莽

の
時
代
に
大
司
馬
と
后
稜
と
を
同
様
の
も
の
と
見
な
す
傾
向
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に

多
く
現
れ
、
王
莽

の
王
朝
革
命
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
緯
書
の
中
に
も
、
尭
も
し
く
は
舜
の
制
と
し
て
大
司
馬
の
名
を
記
し
た
も
の
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
尚
書
』
の
緯
書
の

一
つ
で
あ
る

『
尚
書
刑
徳
放
』
に
、

益
爲
司
馬
、
高
爲
司
徒
、
禺
爲
司
空
。
聖
帝
即
位
、
三
公
象
三
能
　
。

尭
使
穫
爲
司
馬
。

稜
爲
司
馬
、
契
爲
司
徒
、

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く

『尚
書
中
候
』
に
は
、

稜
爲
大
司
馬
、
舜
爲
太
尉
。

と
あ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
緯
書

の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢

の
頭
に
か
け
て
限
定
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
確
固
た



る
時
点

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
節
で
問
題
と
す
る
前
漢
末
の
状
況
に
沿
っ
て
い
る
と
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
例
え
そ
れ

が
後
付

の
解
釈
で
あ
ろ
う
と
も
、
三
公
制
が
形
成
さ
れ
た
の
と
密
接
し
た
時
代
に
、
大
司
馬
が
后
稜
の
就

い
て
い
た
官
と
し
て
認
識
さ
れ
、

さ
ら
に

「三
公
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
漢
の
三
公
制
が
舜
の
制
度

の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
傍
証
す
る
上
で
注
目
す
る
に
値
す
る

で
あ
ろ
う
。

そ
れ

で
は
、
な
ぜ
王
莽

の
制
度
に
お

い
て
、
(舜

の
時
代
に
お
け
る
)
后
穫
の
官
は
採
用
さ
れ
ず
、
大
司
馬
と
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の

一
つ
の
理
由
と
し
て
、
后
稜
が
単
な
る
官
名
で
は
な
く
、
そ
れ
に
就
い
て
い
た

「棄
」
個
人
を
表
象
す

る
固
有
名
詞
と
な

っ

て
い
た
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
右

の
緯
書
に
現
れ
る
后
稜
は
、
「司
馬
と
な

っ
た
」
と
あ
る
文
脈
上
、
人
名
と
理
解
す
る
の
が
適

当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
后
穫
は
、
周
王
朝
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
周
代
に
は
郊
祀
に
お
い
て
天
に
配
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
前
漢
末

に
至
る
と
、
后
稜
は
朝
廷
の
官
穫
と
し
て
祭
ら
れ
る
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
『漢
書
』
巻

二
五
下

郊
祀
志
に
は
、
元
始
五
年
に
王
莽

に
よ

る
建
議
を
受
け
て
、

遂
於
官
社
後
立
官
稜
、
以
夏
禺
配
食
官
社
、
后
穫
配
食
官
稜
。

と
、
后
穫
を
官
穫
と
な
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
固
有
名
詞
化
さ
れ
さ
ら
に
神
聖
化
さ
れ
た
后
穫
と

い
う
官
名
を
、

王
朝

の

一
制
度
と
し
て
採
用
す
る
に
は
あ
る
種
の
抵
抗
が
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
当
時
外
戚
が
多
く
就
き
重
要
な
役
割
を
担
う

よ
う
に
な

っ
て
い
た
大
司
馬
が
、
后
穫
と
同

一
視
せ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
后
稜

と
大
司
馬
と
を
同

一

視
す
る

か
の
よ
う
な
緯
書
の
記
述
は
、
こ
の
よ
う
な
后
稜
が
神
聖
化
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
現
れ
た
発
想
な
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
尭

・
舜
の
時
期

(正
確
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
尭

の
末
、
舜
が
摂
政
で
あ

っ
た
時
期
)、
司
馬

・
司
徒

・
司
空
が
三
公
と
し
て

存
在

し
て
い
た
と
前
漢
末
～
王
莽

時
代
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
『尚
書
』
や

『
漢
書
』
に
現
れ
る
こ
の
舜
の
制
度
は
、
九

つ
の
官
が
並
列
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
司
馬

・
司
徒

・
司
空
の
み
を
三
公
と
し
て
貴
ぶ
緯
書
や
前
漢
末
、
さ
ら

に
は
王
莽

の
三
公
司

卿

・
六
卿
と
分
別
す
る
有
り
様
と
は
、
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
次
に
こ
の
こ
と
の
持

つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
司
馬

・
司
徒

・
司
空
の
三
官
に
就

い
て
い
た
人
々
が
、
他

の
諸
官
に
就
い
て
い
た
人
々
に
比
べ
、
い
ず
れ
も

舜
の
時
代
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
巻

一
九

百
官
公
卿
表
に
よ
れ
ば
、
舜

の
時
代
、
三
公
と
さ
れ



た
司
馬

・
司
徒

・
司
空
に
就
い
て
い
た
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
后
穫

・
契

(高
)
・
禺
の
三
名
で
あ
り
、
緯
書
に
よ
れ
ば
司
馬
の
就
官
者
と
し
て

さ
ら
に
益
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
舜
の
配
下
の
中
で
も
特
に
重
要
な
働
き
を
し
た
と
さ
れ
る
人
々
で
あ
る
。
順
次
、
こ
れ
を
見
て
い
こ

・り
》
)田
心
・り
。

周
知

の
よ
う
に
、
尭

の
治
世
の
末
年
、
尭
は
天
下
が
未
だ
定
ま

っ
て
い
な
い
こ
と
を
憂
え
て
舜
を
摂
政
に
採
用
し
、

そ
の
舜
は
四
名
の
人

々
を
登
用
す
る
こ
と
で
そ
の
累
積
す
る
課
題
を
解
決
し
た
。
そ
こ
で
登
用
さ
れ
た
人
々
が
益

・
禺

・
后
穰

・
契
ら
で
あ

り
、
益
は
火
を
司

っ

て
禽
獣
を
追

い
払
う
こ
と
を
任
と
し
、
禺
は
治
水
を
行

っ
て
国
土
を
確
定
す
る
こ
と
を
任
と
し
、
后
稜
は
稼
橿
を
民
に
教
え
て
飢
え
な
い
よ

う
に
す

る
こ
と
を
任
と
し
、
契
は
教
化
を
司

っ
て
民
を
秩
序
づ
け
る
こ
と
を
任
と
し
た
と
い
う
。
『
孟
子
』
巻
五

縢
文

公
章
句
上
に
は
、
こ

の
こ
と
を
伝
え
て
、

舜
使
益
掌
火
。
益
烈
山
澤
而
焚
之
、
禽
獣
逃
匿
。
禺
疏
九
河
、
濡
濟
潔
而
注
諸
海
、
決
汝
漢
、
排
准
洒
而
注
之
江
。
然
後
中
國
可
得
而

食
也
。
當
是
時
也
、
禺
八
年
於
外
、
三
過
其
門
而
不
入
。
錐
欲
耕
得
乎
。
后
穫
教
民
稼
稿
、
樹
藝
五
穀
。
五
穀
熟
而
民
人
育
。
人
之
有

道
也
、
飽
食
媛
衣
、
逸
居
而
無
教
、
則
近
於
禽
獣
。
聖
人
有
憂
之
、
使
契
為
司
徒
、
教
以
人
倫
、
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、

長
幼
有
叙
、
朋
友
有
信
。

と
あ
り
、
契

の
司
徒
を
除
い
て
、
他
の
三
名
に
冠
す
る
官
名
こ
そ
現
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
司
る
と
こ
ろ
は
百
官
公
卿
表
に
現
れ
た
后
稜

・

司
空
お
よ
び
朕
虞
が
司
る
と
こ
ろ
の
職
掌
と

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
の
緯
書
と
の
関
連
で
考
察
を
進
め
る
と
、
緯
書

で
は
、

司
馬

・
司
徒

・
司
空
が
三
公
と
さ
れ
、
后
稜

・
契

・
萬

・
益
ら
が
そ
の
職
に
あ

っ
た
と
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
前
漢
末
よ
り
成
立
し
た
と

さ
れ

る
緯
書
は
、
す
で
に
多
く
散
逸
し
て
お
り
、
そ
の
文
章
が

一
体
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
、
緯
書

の
記
述

は
、
右

に
紹
介
し
た

『
孟
子
』
に
現
れ
る
舜
の
逸
話
と
、
登
場
人
物
な
ど
に
共
通
す
る
点
も
多
く
、
お
そ
ら
く
、
緯
書

の
作
成
に
は

『
孟
子
』

の
影
響
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
百
官
公
卿
表
に
て
朕
虞
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
益
が
司
馬
と
し
て
緯
書
に
現
れ
る
の
も
、

『
孟
子
』
の
話

の
中
で
重
要
な
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
司
馬

・
司
徒

・
司
空
ら
は
理
想
視
さ
れ
る
舜

の
政
治
プ
ラ
ン
を
行
う
上
で
の
中
核
を
担
う
官
で
あ
り
、
他
の
官
よ
り

も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
舜
の
時
代
に
そ
れ
ら
に
就
い
て
い
た
后
稜
ら
は
、
ま
た
舜
の
後
の
時
代

に
ま
で
大
き
な
影
響

を
与
え
た
人
々
で
あ
り
、
後
世
の
歴
史
観

の
中
で
も
重
要
な
意
味
を
持

つ
人
々
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
は
、
次
節
以
降
の
展
開
と
も
大

い
に
関



わ
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
次
に
、

こ
の
点
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

司
空

に
就

い
て
い
た
萬
が
、
舜
よ
り
位
を
譲
り
受
け
夏
王
朝
を
樹
立
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
周
知
に
属
す
る

。
ま
た
、
司
徒
に
就

い
て

い
た
契

(高
)
は
、
夏
の
桀
王
を
放
伐
し
、
殷
王

朝
を
樹
立
し
た
湯
王
の
祖
と
さ
れ
て
い
る

。
さ
ら
に
、
司
馬
に
就

い
て
い
た
后

稜
は
、
股
の
付
王
を
放
伐
し
、
周
王
朝
を
樹
立
し
た
武
王
の
祖
と
さ
れ
て
い
る

。
同
じ
く
緯
書
で
は
司
馬
に
就

い
て
い
た
と
さ
れ
、
ま

た
百
官
公
卿
表
等
で
は
朕
虞
に
つ
い
て
い
た
と
さ
れ
る
益
は
、
周
王
朝
を
滅
ぼ
し
た
秦
の
始
皇
帝

の
祖
と
さ
れ
て
い
る

。
尭

・
舜
以
降

の
王
朝

の
変
遷
は
、
「尭
↓
舜
↓
萬

(夏
)
↓
般

(商
)
↓
周

(春
秋

・
戦
国
)
↓
秦
↓
前
漢
」
と
展
開
し
た
と
さ
れ

る
が
、
尭

・
舜
の
補

佐
を
行

っ
た
人
々

(お
よ
び
そ
の
子
孫
)
た
ち
に
よ
っ
て
尭

・
舜
以
降
の
王
朝
交
代
が
行
わ
れ
た
と
す
る
右

の
構
図
は
、
多
分
に
作
為
的
な

感
が
否
め
な
い
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
五
行
思
想
と
の
関
わ
り
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
構
図
が
漢
代
に

一
定

の
事
実
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
て

い
た
と
い
う
点
は
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

周
知

の
よ
う
に
、
戦
国
末
か
ら
前
漢
代
に
か
け
て
現
れ
た
五
行
思
想
に
は
五
行
相
克
説
と
五
行
相
生
説
の
両
説
が
存
在
す
る
が
、
特
に
三

公
制
が
形
成
さ
れ
る
前
漢
末
に
お
い
て
は
五
行
相
生
説
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
王
朝
交
代
の
図
式
も
こ
の
説
に
従

っ
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
次
第
を
、
創
業
者

(も
し
く
は
そ
の
祖
先
)
の
就
い
て
い
た
官
と
比
し
て
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表

2

)

五

行

相

生

説

と

王

朝

交

代

王

朝

尭

舜

夏

股

周

前

漢

哀

帝

・
王
莽

五

行

火

土

金

水

木

火

土

官

司

空

司

徒

司

馬

ち
な
み
に
後
節
に
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
前
漢
は
尭

の
後
喬
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
再
受
命
を
行

っ
た
哀
帝
や
王
朝
革
命
を
行

っ
た
王
莽

は

自
ら
を
舜
の
後
喬
と
称
し
た
。

こ
れ
ら
を
総
じ
て
右

の
表
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
尭

・
舜
以
来
の
王
朝
交
代
は
、
尭

・
舜
そ
し
て
そ
の
後
喬

を
称
す
る
も
の
、
さ
ら
に
舜
の
時
に
三
公
に
あ

っ
た
人
々

(お
よ
び
そ
の
子
孫
)
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
五
行
相
生
の
配
列
か
ら
司
馬

・
朕
虞
に
就
い
て
い
た
益

の
後
衣間
で
あ
る
秦
が
外
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
秦
が
儒
家
を
弾

圧
し
、
前
漢
に
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

。

以
上
、
本
節
で
は
前
漢
末
の
三
公
制
を
構
成
す
る
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
の
淵
源
に
つ
い
て
考
察
し
、
舜
の
制
と
の
関
連
を
明
ら
か



前
節

で
は
三
公
を
構
成
す
る
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
ら
が
舜
の
時
代
に
淵
源
を
持

つ
官
名
で
あ
り
、
か
つ
前
漢
末
に
は
五
行
相
生
説

に
基
づ

く
王
朝
交
代
を
進
め
る
た
め
に
重
要
な
性
格
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持

つ
制

度
が
形
成
さ
れ
た
政
治
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
.、

三

公
制
に
舜

の
制
度
を
反
映
さ
せ
た
の
は
、
前
漢
末
に
、
舜

の
時
代
の
出
現
を
求
め
る
風
潮
が
あ

っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な

い
。
そ
れ
が
現

在
の
漢
を
衰
え
た
尭
の
後
喬
の
時
代
と
見
な
し
、
舜
の
後
喬
を
求
め
る
こ
と
で
こ
の
衰
え
た
雰
囲
気
を

一
掃
し
よ
う
と
す
る
漢
家
尭
後
説
の

流
行

で
あ
る

。
以
下
、
こ
の
漢
家
尭
後
説
の
出
現
と
三
公
制
の
形
成
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

『
漢
書
』
巻
八
五

谷
永
傳
に
は
、
成
帝

の
時
代
の
人
、
谷
永
の
発
言
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

至
於
陛
下
、
濁
違
道
縫
欲
、
輕
身
妄
行
。
當
盛
壮
之
隆
、
無
纏
嗣
之
福
、
有
危
亡
之
憂
。
積
失
君
道
、
不
合
天
意
、
亦
已
多
　
。
爲
人

後
嗣
、
守
人
功
業
、
如
此
、
山豆
不
負
哉
。
方
今
社
稜
宗
廟
禍
福
安
危
之
機
在
於
陛
下
。
陛
下
誠
肯
獲
明
聖
之
徳
、
昭
然
遠
宿
。
畏
此
上

天
之
威
怒
、
深
催
危
亡
之
徴
兆
、
蕩
糠
邪
辟
之
悪
志
。

と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
成
帝
が
道
に
違

い
欲
を
恣
に
し
軽
挙
妄
動
を
す
る
皇
帝
で
あ

っ
た
た
め
、
彼
は
壮
年
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
後
継
者

二

前

漢

末

に

お

け

る

三

公

制

の

形

成

と

受

命

思

想

に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
前
漢
末
の
大
司
馬
な
ど
は
、
舜

の
時
代
、
后
櫻

・
契

・
禺
ら
の
就
い
て
い
た
と
さ
れ
る
司
馬

・
司
徒

・
司
空
に

基
づ

く
と
前
漢
末
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
②
こ
れ
ら
の
官
は
舜
の
政
治
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
他

の
官
と
も
区
別
さ
れ
る

存
在

で
あ

っ
た
こ
と
。
③
后
稜
ら
は
尭

・
舜
以
降
の
王
朝
交
代
を
担
う
人
々
で
あ
り
、
特
に
前
漢
末
に
流
行
し
た
五
行
相
生
説
の
中
核
を
な

す
人

々
で
あ

っ
た
こ
と
、
等
を
明
ら
か
に
し
た
。

と

こ
ろ
で
、
本
節
で
述
べ
た
よ
う
に
五
行
相
生
思
想
は
、
過
去
の
推
移
を
説
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た

っ
て
生
じ
る
事
柄
を

説
明
す

る
性
格
も
有
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
前
漢
末
に
現
れ
る
、
前
漢
王
朝
を
毒
の
後
喬
と
み
な
し
、
舜
の
後
喬
で
あ

る
哀
帝
や
王
莽

に
よ

っ
て
改

め
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
政
治
運
動
は
そ
れ
に
則

っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
節

で
は
、
そ
の
点
を

ふ
ま
え
て
、
前
漢
末

に
現
れ

る
政
治
的
動
向
と
三
公
制
の
形
成
を
見
て
み
よ
う
と
思
う
。



に
恵
ま
れ
ず
、
ひ
い
て
は
社
穫
宗
廟
の
安
危
に
も
関
わ
る
と
谷
永
は
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
朝
と
皇
帝
と
を

一
体
と
し
、
そ
の
存

亡
を
皇
帝
個
人
の
修
徳

の
あ
り
方
に
求
め
る
考
え
方
は
、
前
漢
中
期
に
董
仲
箭
に
よ

っ
て
体
系
化
さ
れ
た
天
人
相
関
説

に
す
で
に
現
れ
て
い

る
。
直
接
的
な
接
点
は
見
出
せ
な
い
が
、
谷
永
の
考
え
方
は
こ
の
董
仲
鎌
の
学
説
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

臣

下
か
ら
こ
の
よ
う
な
漢
王
朝
の
存
続
に
対
す
る
危
惧
が
示
さ
れ
る

}
方
、
そ
れ
を
受
け
る
皇
帝
側
も
古
く
悪
し
き
状
況
を
改
め
て

一
新

し
よ
う
と
す
る
態
度
を
示
す
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
そ
の
最
も
明
確
な
例
と
し
て
現
れ
る
の
は

「改
元
」
で
あ
る
。
ま
た
、
前
漢
中
期
よ
り

皇
帝

の
詔
書
の
中
に
現
れ
る
、
「更
始

・
自
新
」
の
表
明
も
そ
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

こ
の

「更
始

・
自
新
」
は
武
帝

の
立
皇
后
を
伝
え
た

『
漢
書
』
巻
六

武
帝
紀
、
元
朔
元

(前

一
二
八
)
年
の
条
に
、

春
三
月
甲
子
、
立
皇
后
衛
氏
。
詔
日
、
朕
聞
天
地
不
攣
、
不
成
施
化
。
陰
陽
不
攣
、
物
不
暢
茂
。
易
日
、
通
其
攣
、
使
民
不
倦
。
詩
云
、

九
攣
復
貫
、
知
言
之
選
。
朕
嘉
唐
虞
而
樂
股
周
、
糠
菖
以
竪
新
。
其
赦
天
下
、
與
民
更
始
。
諸
通
貨
及
僻
訟
在
孝
景
後
三
年
以
前
、
皆

勿
聴
治
。

と
あ

り
、

「民
と
更
始
す
」
と
現
れ
る
の
が
始
め
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、

い
く

つ
か

「自
新
」
と
い
う
語
が
詔
書
に
現
れ
る
例

が
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
罪
あ
る
個
人
に
対
し
て
行

い
を
改
め
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
皇
帝
が
天
下
と

一
体
と
な

っ
て
改
め
る
と
い
う
性
格
の
も
の
と
は
異
な

っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
武
帝
以
後

の

「更
始

・
自
新
」
の
表

明
数
を
表
に
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
.)

表

3

)

皇

帝

ら

に

よ

る

更

始

・
自

新

の

表

明

数

皇

帝

武

帝

宣

帝

元

帝

成

帝

哀

帝

太

皇

太

后
王
莽

表

明

4

3

1

1

1

1

1

こ
こ
か
ら
武
帝
以
降
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
皇
帝
が
そ
の
治
世
中
に

一
度
は

「更
始

・
自
新
」

の
表
明
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う

な

「更
始

・
自
新
」
の
行
使
を
通
じ
て
政
治
を
改
め
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
儒
教
思
想
が
政
治
世
界
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
と
、

漢
家
尭

後
説
や
禅
譲
思
想
、
再
受
命
思
想
と
い
う
発
想
を
生
み
出
す
に
い
た

っ
た
。
昭
帝
の
時
代
の
儒
学
者
、
畦
弘

は
、
『
春
秋
公
羊
傳
』

に
通

じ

「大
師
」
(『漢
書
』
巻
八
八
儒
林
傳
)
と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ

っ
た
が
、

先
師
董
仲
野
有
言
、
錐
有
緩
農
守
文
之
君
、
不
害
聖
人
之
受
命
。
漢
家
尭
後
、
有
傳
國
之
運
。
漢
帝
宜
誰
差
天
下
、
求
索
賢
人
、
暉
以



帝

位
、
而
退
自
封
百
里
、
如
股
周
二
王
後
、
以
承
順
天
命
。

と
発
言

し
て
い
る

(『
漢
書
』
巻
七
五

畦
弘
傳
)
。
す
な
わ
ち
、
縫
腔
守
文
の
君
主
と
い
え
ど
も
、
聖
人
が
受
命
し
て
帝
位
に

つ
く

こ
と
を

妨
げ
る

こ
と
は
で
き
な

い
。
漢
王
朝
は
尭
の
後
喬
で
あ
り
、
誰
か
に
国
を
伝
え
る
運
命
に
あ
る
。
よ
ろ
し
く
賢
者
を
捜

し
出
し
て
禅
譲
を
行

う
よ
う
に
、
と
。
今
上
帝
に
退
位
を
求
め
る
よ
う
な
こ
の
発
言
は
、
当
然

「大
逆
不
道
」
と
見
な
さ
れ
、
彼
は
謙
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
が
、
漢
王
朝
を
尭

の
後
喬
と
見
な
し
禅
譲
を
求
め
る
発
想
は

「更
始

・
自
新
」
の
究
極
の
形
態
で
あ
り
後
々
ま
で
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と

な
る
。
前
節
に
て
紹
介
し
た

『尚
書
中
候
』
に
は
、

卯
金
刀
帝
出
、
復
尭
之
常
。

と
、

「卯
金
刀
」

の
皇
帝
が
現
れ
て
、
尭
の
後
を
継
ぐ
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味

の
文
章
が
現
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
の

「卯
金
刀
」
と
は

「劉
」
字
の
解
字
で
あ
り
、
劉
氏
の
皇
帝
が
尭

の
世
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』
巻

一

高
祖
紀
賛
に
も
、

及
高
祖
即
位
、
置
祠
祀
官
、
則
有
秦

・
昔

・
梁

・
荊
之
巫
。
世
祠
天
地
、
綴
之
以
祀
。
豊
不
信
哉
。
由
是
推
之
、
漢
承
尭
運
、
徳
詐
已

盛
。
断
蛇
之
符
、
旗
幟
上
赤
、
協
干
火
徳
、
自
然
之
磨
、
得
天
統
　
。

と
、
漢
が
尭

の
後
喬
で
あ
る
こ
と
と
火
徳
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
『漢
書
』
の
編
纂
さ
れ
た
後
漢
初
期
に
は
、
漢
が
尭
の

後
喬

で
あ
る
と
す
る
考
え
が
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
漢
末
の
哀
帝
は
長
く
病
い
に
苦
し
み
、
二
五
歳
の
若
さ
で
没
し
た
皇
帝

で
あ
る
が
、
こ
の
皇
帝
自
身
の
病
い
と
漢

王
朝

の
衰
亡
と
が
関

連
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
建
平
二

(後
五
)
年
、
漢
に
対
す
る
天
命
を
再
度
受
け
る
こ
と
を
狙

っ
た

「再
受
命
」
が

行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
漢
家
尭
後
説
に
基
づ
い
て
王
朝
再
生
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
哀
帝

の
待
詔
で
あ

っ
た
夏
賀
良
ら
の
発
言
か
ら
始

ま
る
。
す
な
わ
ち
、
『
漢
書
』
巻

一
一
哀
帝
紀
、
建
平
二
年
の
条
に
、

待
詔
夏
賀
良
等
言
、
赤
精
子
之
識
、
漢
家
暦
運
中
衰
、
當
再
受
命
、
宜
改
元
易
號
。
詔
日
、
漢
興
二
百
載
、
暦
敷
開
元
。
皇
天
降
非
材

之
佑
、
漢
國
再
獲
受
命
之
符
。
朕
之
不
徳
、
易
敢
不
通
。
夫
基
事
之
元
命
、
必
與
天
下
自
新
。
其
大
赦
天
下
、
以
建
平
二
年
爲
太
初
元

將
元
年
。
號
日
陳
聖
劉
太
平
皇
帝
。
漏
刻
以
百
二
十
爲
度
。

と
あ
る
よ
う
に
、
夏
賀
良
た
ち
は

「漢
家

の
暦
運
が
衰
え

つ
つ
あ
る
」
と
考
え
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は

「再
受
命
」
を
行
い
、
改
元



し
て
帝
号
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
提
案
は
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
漢
中
期
よ
り
現
れ
る
風
潮

を
忠
実

に
敷
術
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
哀
帝
は
こ
の
提
案
を
受
け
容
れ
、
詔
を
下
し
、

「天
下
と
自
新
」
す
る
旨
を
表
明
し
て
天
下

に
大
赦
を
下
し
、
年
号
を
改
め
て
自
ら
の
帝
号
を

「陳
聖
劉
太
平
皇
帝
」
と
し
た
。
こ
の
称
号
に
現
れ
る

「陳
」
と
は
、
『
漢
書
』
巻

=

哀
帝
紀

に
見
え
る
如
淳

の
注
に
、

陳
、
舜
後
。
王
莽

、
陳
之
後
。
謬
語
以
明
葬
當
纂
立
而
不
知
。

と
あ

る
よ
う
に
、
舜
の
後
衣間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
、
哀
帝
は
夏
賀
良

ら
の
再
受
命
を
行
う

べ
き
だ
と
す
る
提
案
を
受
け
、
皇
帝
号
に

「陳
」
の
字
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
を
舜

の
後
喬
と
標
榜
し
、
再
受
命
の
天
子
で
あ
る
こ

と
を

示
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
舜

の
後
喬
た
る
哀
帝
に
政
権
を
譲
り
渡
す
既
存
の
前
漢
政
権
は
、
(舜
に
政
権
を
譲
り
渡
し
た
)
尭

の

後
衣間
た
る
政
権
で
あ
る
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
建
平
二
年
に
行
わ
れ
た
哀
帝
の
再
受
命
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
後
継
者

の
不
在
や

皇
帝
自
身
の
病
弱
、
災
異
の
頻
発
と
い
う
形
で
現
れ
た
漢
王
朝
の
衰
退
と
い
う
認
識
の
存
在
。
②

「陳
門
舜
の
後
喬
」
を
帝
号
に
冠
し
、
自

ら
が
舜

の
後
高
と
し
て
行
う
再
受
命
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
権
は
再
生
さ
れ
、
哀
帝
の
健
康
も
快
復
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
行
為
は
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
前
漢
中
期
よ
り
度

々
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
建
平
二
年

の
再
受
命
に
よ

っ
て

も
、
結
局
哀
帝
の
病

い
が
よ
く
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
施
策
は
失
敗
と
見
な
さ
れ
、
提
案
者
で
あ

っ
た
夏
賀
良
ら
は
珠
殺
さ
れ
た
。
緯

書
の

一
つ
で
あ
る

『孝
経
援
神
契
』
に
は
、

命
有
三
科
。
有
受
命
以
任
慶
、
有
遭
命
以
請
暴
、
有
随
命
以
督
行
。
受
命
、
謂
年
壽
也
。
遭
命
、
謂
行
善
者
而
遇
凶
也
。
随
命
、
謂
随

其
善
悪
而
報
之
.、

と
あ

り
、
「受
命

・
遭
命

・
随
命
」
と
三
種
類

の

「命
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も

「受
命
」
に
関
し
て
は
、

「年
壽

(寿
命
)
」
と

を
結

び
つ
け
て
考
え
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
命
を
受
け
る
こ
と

(受
命
)
は
、
そ
の
対
象
者
に
長
寿
を
も
た
ら
す
と
考

え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
.、
哀
帝
の
再
受
命
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
契
機
は
彼
が
病
弱
で
あ
る
こ
と
が
国
家
の
不
吉
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
ま

り
、
再
受
命
の
結
果
、
哀
帝

の
病
状
が
改
ま
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
以
て
失
敗
と
見
な
さ
れ
、
夏
賀
良
ら
は
罰
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

一

連
の
流

れ
は
、
哀
帝

の

「寿
命
」
と
王
朝
再
生
の
た
め
の

「受
命
」
が
密
接
に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。



で
は
、
失
敗
に
終
わ

っ
た
再
受
命
は
哀
帝
の
心
境
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
町
田
三
郎
氏
は
、
哀
帝
時
代
の

こ
と
を
論
じ
、
再
受
命
失
敗
の
後
の
哀
帝
の
心
境
に

つ
い
て
、

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

(哀
帝

の
董
賢

へ
の
禅
譲
は
…
筆
者
加
筆
)
建
平
二
年
の
再
受
命
失
敗
の
痛
手
、
天
意
を
把
握
し
か
ね

た
悔

い
が
深
く
彼
の
心
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
.、

と
し

、
寵
臣

へ
禅
譲
を
行
お
う
と
し
た
と
い
う

こ
と
に
も
現
れ
る
よ
う
に
、
半
ば
自
暴
自
棄
と
な

っ
た
哀
帝
の
姿

を
指
摘
す
る
。
確
か

に
、

こ
の
寵
臣

へ
禅
譲
を
表
明
す
る
と
い
う
よ
う
な
、

一
種
錯
乱
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
哀
帝

の
言
動
を
見
て
い
る
と
町
田
氏
の
指
摘
は

当
を
得
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
再
受
命
の
失
敗
か
ら
お
よ
そ
三
年
経

っ
た
紀
元
前
二
年
、
哀
帝
が
年
号
を

「元
壽
」
と
改
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
当

時
の
哀
帝

の
心
境
を
た
だ
自
暴
自
棄
と
す
る
こ
と
に
は
な
お
躊
躇
す
る
も
の
を
感
じ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
に
現
れ
る

「壽
」
と
は
、
先

で
見
た

よ
う
に
、
「寿
命

・
受
命
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
通
じ
る
文
字
で
あ
る

.、

.。

「元
」
と
は
、
「は
じ
め
」
と
い
う
意
味
で
多
く
年
号

に
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

こ
の
年
号
は

「天
命
を
受
け
た
天
子
の
長
寿
が
約
束
さ
れ
た
初
め
の
年
号
」
と
い
う
意
味
合

い
を
持

つ

も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
元
号

の
制
定
に
皇
帝
の
強
い
意
志
が
反
映
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
の
改

元
に
は
病
弱
な
皇
帝

で
あ

っ
た
哀
帝
の
、
再
受
命
や
そ
れ
に
伴
う
再
生

へ
の
意
志
が
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る

で
あ
ろ
う
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
そ
の
改
元
を
承
け
た
二
年
に
三
公
制

の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
た
に
天
命
を
受
け
て
政
権
を

一
新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
哀
帝
の
健
康
に
象
徴
さ
れ
る
時
代

の
閉
塞
感
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

元
壽

二
年
の
三
公
制
設
置
は
五
月
甲
子
で
り
、
六
月
戊
午
に
哀
帝
が
崩
御
す
る
お
よ
そ
二
ヶ
月
前
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

当
時
、
哀
帝
の
病
状
は
改
ま
ら
ず
、
そ
の
死
期
が
迫

っ
て
い
た
が
、
哀
帝
や
群
臣
に
は
舜
の
時
代
の
象
徴
で
あ
る
三
公
制
を
設
置
さ
せ
、
再

受
命

の
君
主
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
死
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
す
る
想
定
も
可
能
な

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

建
平

二
年
の
再
受
命
直
前
、

一
度
は
成
帝
時
代
に
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
王
氏
に
対
す
る
反
感
も
あ

っ
て
、
三
公
制
を
廃
し
秦
漢
以
来

の

丞
相
制
を
復
し
た
哀
帝
で
あ

っ
た
が
、
病
い
か
ら
の
快
復
と
い
う
個
人
的
理
由
も
あ

っ
て
、
旧
を
打
破
し
て
新
を
う
ち
立

て
る
こ
と
に
よ
り
、

時
代

の
閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
に
務
め
た
..
哀
帝
の
再
受
命
と
三
公
制

の
設
置
は
こ
の
よ
う
に
密
接
に
絡
み
合
う
事

柄
で
あ

っ
た
.



本
稿

で
は
以
下
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

①

前
漢
末

の
三
公
制
を
構
成
し
た
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
の
名
称
は
、
舜
の
制

の
中
に
現
れ
、
そ
の
施
政
を
支
え
て
い
た
九
官

の

中
に
存
在
し
て
い
た
と
前
漢
末
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
三
公
と
さ
れ
た
司
馬

・
司
徒

・
司
空
は
、
舜
の
後
を
継
承
し
て

以
上
、
本
節
で
は
漢
王
朝
衰
退
の
認
識
と
そ
れ

へ
の
対
処
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
哀
帝

の
三
公
制
設
置
に
対
す
る
意
図
を

見
て
き
た
。
前
漢
末
に
は
、
前
漢
王
朝
が
衰
退
し
た
と

の
認
識
と
と
も
に
、
衰
退
し
た
漢
王
朝
は
、
舜
の
後
喬
で
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
こ

と
で
再
生
可
能
だ
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
三
公
制
は
、
舜
の
後
衣間
た
る
政
権
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め

の
制
度
と
し
て
、
右

の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
成
立
し
た
制
度
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

套
。

哀
帝

の
崩
御
か
ら
お
よ
そ
十
年
後
の
初
始
元

(後
八
)
年
、
王
莽

は
真
皇
帝
に
即
位
す
る

(即
真
)
。
こ
の
時

の
王
莽

の
詔
に
は

「皇
始

祖
考
虞
帝

の
苗
衣間
」
と
あ
り
、
自
ら
を
舜

(虞
帝
)
の
後
喬
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
莽

の
即
真
も
前
漢
中
期
か
ら
現
れ
る
尭

・

舜
革
命

を
再
現
し
よ
う
と
す
る
流
れ
の
中
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
王
莽

は
哀
帝
の
崩
御
直
後
よ
り
大

司
馬
と
し
て
政
権
を

掌
握

し
て
い
く
。
従
来
、
こ
の
時
期

の
政
治
史
で
は
、
王
芥
は
既
存

の
制
度
で
あ
る
三
公
制
の
上
位
に
王
芥
が
創
始
し
た
制
度

で
あ
る
四
輔

制
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
王
莽

の
権
力
を
よ
り
高
度
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
考
え

方
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
王
莽

は
即
真

の
後
も
依
然
と
し
て
三
公
を
王
朝
の
中
枢
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
王
莽

が
舜

の
後
喬
と
し
て
王
朝
革
命
を
成
功
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
王
莽

は
即
真

の
際
、
哀
帝
の
行

っ
た
再
受
命
を
評
し
て
、

及
前
孝
哀
皇
帝
建
平
二
年
六
月
甲
子
下
詔
書
、
更
爲
太
初
元
將
元
年
。
案
其
本
事
、
甘
忠
可

・
夏
賀
良
繊
書
蔵
蘭
毫
。
臣
以
爲
元
將
元

年
者
、
大
將
居
撮
改
元
之
文
也
。
於
今
信
矣
。

と
し

(『
漢
書
』
巻
九
九
王
莽

傳
)
、
哀
帝
ら
の
再
受
命
に
対
し
て

一
程
の
評
価
を
下
し
、
自
ら
の
王
朝
革
命
を
そ
の
中
に
位
置
づ
け
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
王
莽

の
王
朝
革
命
が
決
し
て
時
代
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
漢
中
期

の
流
れ
の
中
か
ら
現

れ
た
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
三
公
制
は
、
右

の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
た
制
度
と
す

べ
き
な

の
で
あ
る
。

結

語



註
(
1
)

前
漢

末
に
お
け

る
三

公
制

形
成
を
め
ぐ
る
主
な
研
究

論
文
と
し

て
次

の
よ
う
な

も

の
が
あ

る
。
和
文

で
は
、
和

田
清

『
支
那
官
制
獲
達
史
』

(汲
古
書

院
、

一
九
七
三
年
)
、
伊
藤
徳
男

「前
漢

の
三
公
に

つ
い
て
」

(『
歴
史
』
八
、

一
九
五
四
年
)
、
伊
藤

徳
男

「前
漢

の
九
卿
に

つ
い
て
」

(『
東
方
學
論
集
』

一
、

一
九
五
四
年
)
、
堀

池
信

夫

「『
周
禮
』

の

一
考
察
」

(『
漢

魏
思
想
史
研
究
』

明
治
書
院

、

一
九

八
八
年
)
、
藤

田
高

夫

「前
漢
後
半
期

の
外
戚
と

官
僚
機
構
」
(『
東
洋
史

研
究
』
四
八
-

四
、

一
九
八
九
年
)
、
山

田
勝
芳

「前
漢
末

三
公
制

の
形
成
と
新
出
漢
簡

i
王
莽

代
政
治
史

の

↓
前

提
1

」
(『
集

刊
東
洋
学

』
六
八
、

一
九
九
二
年
)
吉
村
昌

之

「
前
漢

の
大
司

馬

-

前
漢
後
半
期

に
お
け
る
政
治
上

の
諸

問
題
に

つ
い
て
ー

」

(『
史
泉
』

八
四
、

一

い
っ
た

「夏
」
「股
」
「周
」
の
創
始
者
た
ち
が
舜
の
部
下
と
し
て
就
い
て
い
た
官
で
あ

っ
た
。

②

前
漢
中
～
末
期
に
は
、
劉
氏
の
王
朝
が
衰
退
し
た
と
す
る
認
識
が
存
在
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
尭
か
ら
舜

へ
の
禅
譲
に
倣
い
、

そ
れ
を
当
代
で
も
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
風
潮
が
現
れ
た
。
そ
れ
に
立
脚
し
、
再
受
命
を
行

っ
た
哀
帝
は
こ
う

し
た
時
代
風
潮
の
中

に
生
き
た
皇
帝
で
あ
り
、
大
司
馬
以
下
の
三
公
制
の
採
用
は
そ
れ
と
連
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
で
、
本
稿

で
考
察
し
て
き
た
よ
う
な
三
公
制
を
構
成
す
る
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
の
名
称
の
淵
源
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
当

時
存
在

し
て
い
た
今
文
学

・
古
文
学
の
学
説
対
立
と
の
関
連

で
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
た

。
す
な
わ
ち
、
今
文
学
派

の
テ
キ
ス
ト
に
現
れ

る
司
馬

・
司
徒

・
司
空
が
、
最
も
有
力
な
説
と
し
て
前
漢
末
に
お
け
る
三
公
制
形
成
に
影
響
を
与
え
、
大
司
馬

・
大
司
徒

・
大
司
空
か
ら
構

成
さ
れ

る
三
公
制
が
現
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
の
み
で
は
、
古
文
学
を
標
榜
し
て
改
革
を
行

っ
た
王
莽

や
そ
の

腹
心

で
あ
る
劉
歌
ら
が
、
「新
」
を
樹
立
す
る
際
に
、
な
お
大
司
馬
な
ど
を
以
て
三
公
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
充
分
に
は
説
明
し
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
大
司
馬
ら
の
名
称
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
今
文
学
の
影
響
を
積
極
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
本
稿
で

考
察

し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
背
景
に
は
尭

・
舜
革
命
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
衰
退
し
た
現
実
を
改

め
よ
う
と
す
る
当
時

の
風
潮
が
、
そ
れ
を
上
回
る
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
王
莽

は
そ
の
よ
う
な
風
潮
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
王
朝
交
代
を
成
功
さ
せ
た
。
舜
の
制
に
淵
源
を
持

つ
三
公
制
は
王
莽

の
プ
ラ
ン
を
徹
底
す
る
た
め
に
も
重

要
な
制
度

で
あ
り
、

古
文
学
を
標
榜
す
る
彼
に
と

っ
て
も
無
視
で
き
な

い
制
度
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。



九
九
六
年
)
、

冨
田
健

之

「前

漢
後
期
に
お
け

る
尚
書
体

制

の
展
開
と
そ
れ
を

め
ぐ

る
諸

問
題
ー

中
書
宦
官

・
三
公
制
形
成

.
王
莽
政
権

」
(
『東

ア
ジ
ア

ー

歴
史

と
文
化
ー

』
七
、

一
九

九
八
年
)
、
中

文
で
は
、
安
作
璋

・
鉄
熊
基

『
秦
漢
官
制
史

稿
』
上

(斉
魯
書

社
出
版
、

一
九

八
四
年
)
、
祝
総

斌

『
雨

漢
魏
晋
南
北
朝
宰
相
制
度
研
究
』

(中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
)。

(
2
)

前
漢
末
に
お
け

る
三
公
制
設
置
を
伝

え
る
主
な
史
料

は
、
緩
和
元
年

の
も

の
は

『
漢
書
』
巻

一
〇
成
帝
本
紀
繧

和
元
年
四
月

の
条

.
同
巻

八
三
朱

博
傳

、

元
壽

二
年

の
も

の
は
同
巻

一
=
畏
帝
本
紀

元
壽

二
年

五
月

の
条

に
あ
る
。

(
3
)

『
漢
書
』
巻

一
九
上

百
官
公
卿
表

に
は

「周
官
則
備
　
..
天
官
家
宰

・
地
官

司
徒

・
春
官
宗
伯

・
夏
官
司
馬

・
秋
官
司
憲

.
冬
官
司
空
、
是
爲
六
卿
、

各
有
徒

属
職
分
、
用
於

百
事
、
太
師

・
太
傅

・
太
保
、
是
爲

三
公

.
蓋
参

天
子
坐

、
而
議
政
、
無

不
総
続
。
故

不
以

一
職
爲
官
名
.、
又
立

三
少
、
爲
之

副

.
少
師

・
少
傅

・
少
保
、
是
爲
孤

卿
、
與
六
卿
爲
九

焉
。

記

日
、
三

公
無

官

、
言
有
其

人
然

後
充
之
、
舜
之
於
尭

、
伊
サ
於
湯
、

周
公
召
公
於
周
、

是
也
。
或

説
、
司
馬
主
天

・
司
徒
主

人

・
司
空
主
土
、
是
爲

三
公
」
と
あ
り
、

「太
師

・
太
傅

・
太
保
」

と

「
司
馬

・
司
徒

.
司
空
」

の
二

つ
の
三

公
が

存
在

し
て

い
る
、
狩
野
直
喜
氏

は
、
「と

こ
ろ

で
こ
の
三
公
と

い
ふ
事

に

つ
き

ま
し
て
は
今

文
家

と
古
文
家

と
は
説
が
ち
が

ひ
ま
す
。
今

文
で
は
大
司
徒
、

大

司
馬
、
大
司
空
を
三

公
と
申

し
ま
す
。

(中
略
)
古
文

の
経
説

で
は
三
公
は
太
師

・
太
傅

・
太
保

で
あ

り
ま
す
]

(
「禮
経
と
漢
制
」

『
讃
書
纂
餓
』

弘

文
堂
書

房
、

一
九
五
二
)
と
す
る
。

(
4
)

『
史

記
』
巻

二

夏
本
紀

に
は
、

「帝

舜
薦
禺
於
天
、
爲
嗣
、
十
七
年
而
帝
舜
崩

一
と
あ

り
、
舜

の
後
継
者

に
萬

が
選
ば

れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

(5
)

『
史
記
』
巻
三

股
本
紀

に
は
、

「股
契

(中
略
)
契

卒
、
子
昭
明
立
。
昭

明
卒

、
子
相
土
立
。
相
土
卒
、
子
昌
若
立
..
昌
若
卒
、
子
曹
園
立
。
曹

園
卒
、

子
冥
立

.
冥
卒

、
子
振
立
。
振
卒

、
子
微
立
。
微
卒

、
子
報
丁
立
。
報

丁
卒
、
子
報

乙
立
.、
報

乙
卒
、

子
報

丙
立
。
報
丙
卒
、

子
主
壬
立
.、
主
任
卒

、

子
主
癸
立
。
主

癸
卒
、

子
天
乙
立
。

是
爲
成
湯
.、
成

湯
自
契
至
湯

、
八
遷

」
と
あ
り
、
契

の
子
孫
が
殷
王

朝

を
樹
立
し
た
成
湯

で
あ
る

こ
と
が

示
さ

れ

て

い
る
.、

(
6
)

『
史
記
』
巻

四

周
本
紀

に
は
、
「
后
穰
卒
、
子
不
窟
立
.

(中
略
)
不
窟
卒
、

子
鞠
立
。、
鞠
卒
、

子
公
劉
立
。

(中

略
)

公
劉
卒
、
子
慶
節

立
。

(中
略
)

慶
節
卒
、
子
皇
僕
立
。
皇
僕
卒
、
子
差
弗
立
。
差
弗
卒
、
子
殿
除
立
、
殿
除
卒
、
子
公
非
立
。
公
非
卒
、
子
高
園
立
。
高
園
卒
、
子
亜
園
立
。
亜
園
卒
、

子

公
叔
祖
類
立
..
公
叔
祖
類
卒
、
子
古
公
曹
交

立
。

(中
略
)
古
公
有
長
子
、

日
太
伯
、
次

日
虞
仲
。
太
姜
生
少
子
季
歴
。

(中
略
)
古
公
卒
、
季
歴
立
。

是
爲
公
季
、

(中
略
)
公
季
卒
、
子
昌
立
。
是
爲

西
伯
。

西
伯

日
文
王
」
と

あ
り
、

后
穫

の
子
孫
が
周

王
朝
を
樹
立

し
た
文

王
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ

て

い
る
、.



(7
)

『
史
記
』
巻

五

秦

本
紀
に

は
、

「大
費

拝
受
、
佐
舜
調
馴
鳥

獣
、
鳥
獣
多
馴

服
。
是
爲

柏
窮
。
舜
賜
姓
轟
氏

」
と
あ
る
。

史
料
中

の

「大
費
」
と

は
益

の

こ
と
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
益

の
子
孫
が
秦
王
朝
を
樹
立
す

る
轟
氏

で
あ

っ
た

こ
と
が

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(8
)

一
方
、
戦
国
末
か

ら
前
漢
中
期
ご

ろ
ま
で
信

仰
さ
れ
た
五
行
相
勝

(克
)
説

で
は
、
秦

は
水
徳
と

し
て
火
徳

の
周
に
続

く
も
の
と
み
な
さ
れ
て

い
た
。

ま
た
、
『
漢
書
』
巻

二
五
下

郊

祀
志

の
賛
に
よ
れ
ば
、

「昔

共
工
氏
以
水
徳
間
於
木
火
、
與
秦

同
運
、
非
其
次
序
、
故
皆
不
永
」
と
あ

り
、

五
行
相

生
で

も
水
徳

の
王
朝

と
さ
れ
た
が

、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も

「閏
位
」

で
あ

っ
た
と
さ
れ
た
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
狩
野
直
喜
氏

「
五
行

の
排
列
と

五
帝

徳

に
就

い
て

締
篇

一
(前
掲

『
讃
書
纂
鹸
』

に
所
収
)
参
照
、

(
9
)

前
漢
中
期
か

ら
王
莽

期
に
お
け
る
漢
家

発
後
説

の
広
ま
り
お
よ
び
哀
帝

の
再
受
命

に

つ
い
て
は
、
久

野
昇

一

「漢
室

再
受
命

の
思
想

に
就

い
て
」

(『
東

亜
論
叢
』
五
、

一
九
四

一
年
)
河
地
重
造
、
[
王
莽
政
権

の
出
現

㎜
(岩
波
講
座

『
世
界
歴
史
』
四
、

一
九
七
〇
年
)
、
町
田
三
郎

三
剛
漢
中
末
期

の
思
想
」

(『
秦
漢
思
想
史

の
研
究
』
、

一
九

八
五
年
)
、
斎

木
哲
朗

「西
漢
後
期

の
宗
教
意
識
と
儒
教

」
(『
鳴
門
教

育
大
学
研
究
紀

要
』

一
〇
、

一
九
九

五
年

)
、

同

[王
芥
と
漢
代

の
儒
教
」
i
そ

の
儒
家
思
想
史

に
お
け

る
位

置
付

け
i

(『
鳴

門
教
育

大
学
研
究
紀
要
』

一
一
、

一
九
九
六
年
)
参
照

.

(
10
)

前
掲
町

田
論
文

二
七

一
～

二
七

二
頁
。

(
11
)

陳
直

の

『
漢
書
新
誇
』

「武
紀

建

元
元
年

の
条
」

(天
津
人
民
出
版
社

、

一
九
五
九
年
)

に
よ
れ
ば

、
西
安

に

て

「都
元
受

二
年
」
と
書

か
れ
た
瓦
が

発
見
さ

れ
て
お
り
、

こ
れ
は
元
壽
二
年

の

こ
と
を
指
し

て
い
る
と
す
る
.、
筆
者
も
氏

の

こ
の
指
摘

に
首
肯

す
る
も

の
で
あ

る
。

本
文
中

に
も
述

べ
た
よ

う

に
、
当
時
、

一壽

一
と

「受

}
と

は
通
用

し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
..

(
12
)

成
帝

は
哀
帝

に
先

立

っ
て
緩
和
元
年
に
三
公
制
を
設
置

し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
丞
相

・
大

司
馬

・
大

司
空

・
大
司
馬
か
ら
な
る
も

の
で
あ
り
、
本
論

で

考
察

し
て
き
た
よ

う
な

舜

の
制
度
を
直
接
印
象

づ
け
る
も

の
で
は
な

い
、
ま
た
、
成
帝

の
時
代

に
、
哀
帝

や
王
莽

に
見

ら
れ
る
よ
う
な
舜

の
待
望

を
示

し
た
史
料

も
見
当
た

ら
な

い
、

こ
れ
ら

の

こ
と
は
成
帝

の
三
公
制
、

ひ
い
て
は
哀
帝

ら

の
三
公
制

の
基
礎

と
な

っ
た
三

公
制
が
舜

の
制
度

の
影
響

を
受

け

て

い
な
か

っ
た

可
能

性
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
し

か
し
、

三
公
制

の
設
置

と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
州

刺
史
が
舜

の
制
度

に
由
来
を
持

つ
州
牧

へ
と
改
称

さ
れ

て

い
る

こ
と
、

ま
た
、
成
帝

の
時

も
哀
帝

の
時
と
同

じ
よ
う
に
前
漢

王
朝

の
衰

退
と
そ
れ

を
克

服
す
る
た
め

に
郊

祀
制

の
模
索
が
な
さ

れ
て

い
た

こ
と
を
踏

ま
え

る
な

ら
ば
、
哀
帝
ら

ほ
ど
明
確

で
は
な

い
に
せ
よ
、
同
じ

よ
う

な
傾

向
が
成
帝

の
時

代
に
も
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考

え
る
..
こ
の

問
題
は
、
後
論

の
課

題
で
あ

ろ
う
一

(
13
)

前
掲
冨

田
論
文

に
よ
れ
ば

、

」推
測
す

る
に
、
そ
れ
ま

で
の
国
政
機

構

の
最
高
官

(府
)

た
る
三
公
は
、
前
漢
中
期

以
降

の
流

れ
を
承
げ

て
形
成
さ
れ



た
、
あ
く
ま

で
漢

朝

の
官
制

で
あ
る
。
王
莽

が

い

つ
頃
か
ら
政
権
纂

奪
を
意
識

し
始
め

た
の
か
不
明

で
あ

る
が
、
も

し
こ
の
時

点
で
す

で
に
そ
れ
を
意

識
し

て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

漢
朝

の
三

公
制

の
さ
ら
に
そ

の
上

に
、
右

の
よ
う
な

四
輔

制
を
創
造
す

る
こ
と
で
、
自

己
の
権

力
を
よ
り
高
次

の
も

の

へ
と
そ

の
転
換
を
図

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
」
と
す

る
。

(
14
)

例
え
ば

、
前
掲
山

田
論
文

に
よ
れ
ば

、

「太
師

・
太

保
は

い
ず
れ
も

「古
官

」
と
さ
れ
、
太
師

・
太
傅

・
太
保

の
序
列

で
あ

っ
た

し
、

ま
た

い
ず
れ
も

金
印
紫
綬

で
あ

っ
た
。

そ
し
て
少
傅

は
太

子
少
傅
と
し

て
は

「
古
官
」
と

し
て
早
く
か
ら
あ

っ
た

が
、

皇
帝

の
輔
傅
官

と
し
て
は
初
め

て
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し

て
今

文
学

的
大
司
馬
な

ど

の
三
公
制

に
や
や
遅

れ

て
、
古
文
学
的

三
公
制
を
基
礎

と
し
た
四
輔
制
が
始

ま

っ
た

の
で
あ

る
」
と
あ
る
。


